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	日本全国から桜の開花便りが届いています。
	本校も3月中旬の「春めき」桜の開花に始まり、3月下旬には「染井吉野」が開花しました。桜の便りは気持ちを新たにさせてくれます。
	幼稚部、小学部、高等部に入学された幼児児童生徒の皆さん、入学おめでとうございます。
	皆さんは、たくさんの新しい目標や夢を心に抱き、この横須賀ろう学校の門をくぐったことと思います。
	そして、14名の在校生のみなさん、進級おめでとうございます。
	今日から横須賀ろう学校の児童生徒は、幼稚部を合わせて18名となりました。
	新年度が始まります。そこで幼児児童生徒の皆さんに3つの大切なこと伝えたいと思います。
	①健康に気をつけ、丈夫な体を作るということです。そのためには、食事と睡眠をしっかりとり、運動をしましょう。丈夫な体は、毎日の生活の基本です。
	②自分でできることを増やすということです。新しい目標や夢に向かって、できるかどうか迷ったら、思い切ってやってみる勇気を持つことが大切です。
	③よく考えるということです。忘れてしまった、分からないと片づけてしまうのは簡単ですが、何とか解決しようと努力する気持ちを持つことが大切です。
	皆さん一人ひとりは考え方や年齢や成長が異なります。それぞれに合った学び方を通して、学校・家庭・地域社会の生活において、先生方、保護者の皆様、友達だち、地域社会の人たちから様々なことを学んでください。
	保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。これからお子様が、学校生活を始めるにあたり、保護者の皆様にお願いがあります。それは、お子様の「健康」に留意していただきたいということです。
	私たち大人もそうですが、「健康」でなければ考えたり行動したりすることはできないと思います。松下幸之助さんも「いかにすぐれた才能があっても、健康を損なってしまっては十分な仕事もできず、その才能もいかされないまま終わってしまいます。」という言葉を残しています。「健康に留意する」ことについて、よろしくお願いいたします。
	本校教職員一同、幼児・児童・生徒の成長を願い、努力してまいります。

